














要約:全国的レベルでの母子保健担当者の教育・研究システムの確立を目的として、現在

全国レベルでの教育・研修を実施している国立公衆衛生院母子保健部、母子愛育会、母子

衛生研究会の研究協力者とともに、教育・研修の現状と問題点および今後を検討した。3

機関の全国的研修はかなり行われているが、相互間の連携や評価をする中央および都道府

県レベルでの研修検討会が必要であり、研修方法もこれまでの知識を主とする大講義(講

演)形式から参加型の技術・態度・学習を含む教育方法の導入や“母子保健インンストラ

クター"のような教育専門家の養成が要求される。問題は市町村保健婦にあり、参加をし

やすくする条件整備も必要である。一方、自己(中間)学習の促進もはかるべきで、ビデオ

教材を軸とする方式の開発は、その一方法である。一例として VTR“「ことば」と「きこ

え」の発達の診かた"を作成した。


